
津城跡（つじょうあと・第５次調査） 

所 在 地 ：津市中央 

（つし ちゅうおう） 

調査期間：令和４年５月 10日 

～８月 17日（予定） 

調査面積：714㎡（予定） 

 

※関係者以外の立ち入りができ 

 ません。ご了承ください。 

発掘調査が進んでいます！ 

現在津
つ

城
じょう

跡では、調査が着々 

と進み、全部で７か所ある調査 

区のうち６か所の調査が完了し 

ました。今回はその内、西側の 

２か所の調査状況を報告します。 

 

西側の調査区では、瓦
かわら

や陶磁器
と う じ き

を大量に含むごみ捨て穴(写真１)や、桶
おけ

を井戸枠
い ど わ く

として

利用した井戸(写真２)が見つかりました。いずれも、江戸時代後半(18・19世紀)ごろの遺物
い ぶ つ

が出土していることから、江戸時代の終わりごろ、津城の廃
はい

城
じょう

とともに周辺の武家
ぶ け

屋敷
や し き

な

ども取り壊されたのでしょうか。 

 次回の報告では、南側の３か所の調査状況を報告する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            調査区詳細図 

             （青枠が調査区） 

問い合わせ先 

〒515-0325 

三重県多気郡明和町竹川 503 

三重県埋蔵文化財センター 

担当：土橋・長谷川 

電話：0596-52-7028 

Fax ：0596-52-7035 

調査地位置図 赤囲み部：今回の調査地 

（「津東部」1:25,000地形図 国土地理院を一部改変） 

 

（写真１）瓦や陶磁器を捨てていた穴（南西から） （写真２）桶を井戸枠として利用した井戸（西から） 


